伊万里市告示第１２０号
伊万里市不法投棄監視カメラの設置等に関する要綱を次のように定める。
平成２４年１０月　１日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊万里市長　　塚　部　芳　和

伊万里市不法投棄監視カメラの設置等に関する要綱
（趣旨）
第１条　この要綱は、本市が不法投棄を防止するために設置する監視カメラについて、その設置、管理及び運用（以下「設置等」という。）に関し必要な事項を定めるものとする。
（定義）
第２条　この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところによる。
⑴　不法投棄　廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和４５年法律第１３７号）第１６条の規定に違反して、廃棄物を捨てる行為をいう。

⑵　監視カメラ　不法投棄が多発している地区に継続的に設置される装置であり、撮影した画像を記録する機能を有するものをいう。

⑶　画像　監視カメラにより記録された画像をいう。
⑷　記憶媒体　フロッピィディスク、磁気テープ、磁気ディスク、光ディスクその他これらに類するものでデータを記録する媒体をいう。
　（管理責任者及び指定職員）

第３条　市長は、監視カメラの設置等を適正に行うため、管理責任者を置く。

２　管理責任者は、市民部環境課長をもって充てる。

３　管理責任者は、市民部環境課職員の中から指定する職員（以下「指定職員」という。）に画像を取り扱わせるものとし、指定職員以外の者に画像を取り扱わせてはならない。
４　管理責任者及び指定職員は、伊万里市個人情報保護条例（平成１５年条例第２号）に基づき、画像を適正に取り扱わなければならない。

（設置及び変更）
第４条　管理責任者は、民間委託によるパトロール及び市民等からの情報を総合的に勘案し、不法投棄が多発している地区に監視カメラを設置するものとする。

２　管理責任者は、不法投棄の状況等により、必要に応じて監視カメラの設置場所を変更することができる。
　（設置の表示）

第５条　管理責任者は、監視カメラの設置場所の周辺に監視カメラによる監視を行っている旨の表示をしなければならない。
　（画像の管理）
第６条　管理責任者は、画像を記憶媒体に記録するものとする。
２　管理責任者は、記憶媒体に記録した画像に監視地点周辺における不法投棄又はこれに付随する行為を確認できなかったときは、当該画像を速やかに消去するものとする。
３　管理責任者は、記憶媒体に記録した画像に監視地点周辺における不法投棄又はこれに付随する行為を確認したときは、当該画像を監視カメラに撮影した日から３０日間保存するものとする。ただし、不法投棄された廃棄物の撤去等のため必要があると認めるときは、その完了までこれを延長することができる。

　（補則）

第７条　この要綱に定めるもののほか必要な事項は、市長が定める。
附　則
この要綱は、平成２４年１０月１日から施行する。


